
は じ め に

「研究の設計図」を作ろう

「医療」は，国立医療学会の機関誌である．本誌
は，医師ならびに看護師や事務職を含めたすべての
病院職員による投稿を受け付け，掲載している．日
常診療の中では多くの職員が分析や工夫を行い，
PDCAサイクル（Plan；計画→Do；実行→Check；
評価→Act；改善）などを通して具体化している．
一方，論文は，それまでの分析や工夫をまとめて的
確に文字として表し，多くの人々に知ってもらう効
果がある．それにより，読者は容易にこれらの情報
を取り入れることができ，さらに次のステップに進
むことができる．人類が，言葉による伝承から，文
字による継承により飛躍的な文明の進歩を成し遂げ
たことに通じるものである．
本誌の編集委員会では投稿された論文の査読を行

うとともに，いかにして普段論文を書き慣れていな
い職種あるいは職員に対して学術論文を執筆しても
らうかを議論してきた．この議論の中で，具体的に

どのようにすれば論文を執筆できるかを知ってもら
うことが重要であろうということになった．この点
を具体化すべく，編集委員会が提案し，第６８回国立
病院総合医学会において『医療系論文の書き方と注
意点－「医療」に投稿して世の中に発信しよう－』
と題したシンポジウムが行われた．本シンポジウム
では，研究としての発想とその具体化，知っておか
なければならない研究倫理と利益相反，具体的な論
文の書き方，メディカルスタッフによる執筆の実際
を，編集委員会の各委員が発表した．本稿では，座
長としてそれらの要約を記すこととした．

国立国際医療研究センター国府台病院の榎本哲郎
氏は，いかにして日常行われている分析や工夫を，
研究としての論点にまとめるかの具体的方法につい
て発表した．実際の事例をもとにし，整理して議論
することにより，論文となりうるまとめを設計図と
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研究倫理と利益相反

決まりを知っていれば
論文作成はむずかしくない

メディカルスタッフからの投稿
看護の立場から

終 わ り に

して示した．これは「リサーチマインド」（研究の
指向性）と呼ばれる医療職としての考え方の原点で
あると思われる．

国立成育医療研究センターの藤本純一郎氏により，
一見聞き慣れない研究倫理と利益相反による解説が
なされた．本シンポジウム開催以降，研究倫理指針
が改訂されたが，基本的な方針は変わっていない．
近年は，各病院で研究倫理に関する教育の機会が提
供され，Web上でも研修が受けられるようになっ
てきている．一方，利益相反については，近年の社
会情勢からもよく理解しておかなければならない事
項であり，研究倫理の講習や研修において同時に習
得することができるようになってきている．発表で
は，それらの概略が述べられたが，医療者としての
日常の業務においても重要な事柄である．

国立病院機構東埼玉病院の川井充氏は，実際の論
文の書き方について発表した．医療系論文には書き
方にルールがあるが，それは手紙の書き方にルール
があることと同じともいえよう．投稿規定を確認す
ることから，タイトル，所属，抄録，キーワード，
論文の構成，時制，用語，統計に至るまで，これま
でに投稿された論文の査読経験から，これらの主要
な点について詳細に発表された．

国立病院機構災害医療センターの長田恵子氏によ
り，看護師としていかに論文を執筆する環境を整え
ているかが発表された．世界的にも最も医療職とし
て人数の多い看護師が，いかにして医療の進歩を支
えていくかに直結する課題であり，これらの方策が

つな

実際の論文投稿へと繋がっていくことが期待される．

本シンポジウムでは，普段編集委員として投稿論
文の査読を行っている経験から，とくに国立医療学
会の会員用に，いかにすれば論文を執筆できるかを
丁寧に解説したものとなった．国立医療学会会員が
まず１つ論文を執筆すれば，単に膨大な論文数とな
るだけでなく，国立医療学会所属病院の医療の質が
向上することに直結するものと考えられる．本シン
ポジウムの内容が，国立医療学会の発展ならびに所
属病院で医療を受ける患者にとって有益となること
を願っている．

〈本論文は第６８回国立病院総合医学会シンポジウム「医
療系論文の書き方と注意点 ―「医療」に投稿して世の
中に発信しよう―」として発表した内容を座長としてま
とめたものである．

著者の利益相反：本論文発表内容に関連して申告な
し．
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